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(1)基研研究部 員会議議事録

1967年 2.16-17

於 ノ基研/l＼講義室

議 長 中野董夫 ･小野 周 ･田中

出席者 運営委員 (17名 車 )

研究部員 (30名 車 )

所 員 ( 7名車

オブザープアー

研究計画提案者
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1. 議 長 団 報 告

2. 基 研 報 告

3.~新 研 究 部 員 承 認

4. 外 人 招 碑

研究計画に関するインフォーマル ･ミーティング

5. インフォーマル ･ミ-テ ィ yグ報告

6. ア トム型 などの運営について

7. 研 究 計 画 決 定

8. 任 期 制 度 に つ い て

9. 国 ･公 ･私立大学間の流動について

10. 国 際 交 流 に つ い て

11. 将 来 計 画 関 係

12. そ の 他

1. 議 長 団 報 告

的 研究計画提案決定のあり方について

=nformal 皿eetipgを最初に行い,予算に触れずに内容の議論 をした後

工nfoヱⅦal meeting報告で大体の枠づけをし,個 々の予算 は世話人の話
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資 料 1.

し合 いで案をつ くる｡ 決定の時は,報告に対 して全鼻で検討する｡

(｡) 祝 賀 パ ー テ ィ の件

湯川所長の還菅を祝 して,研究部員会議主催 のパーティを行 う事 にな った ｡
㌔

17日 (金 ) p加.6:,00から, 楽友会館にて, , パーティ欠席の研究部～

員会議構成 メyバーか らも記念品代 を頂 くQ記念品は置時計 と決定 (伯 ,

Jet30 の音叉時計 )

レ1 基礎物理学研究所職員研修旅行の件

今年度 5名行な った ｡

良い姑巣が得 られているので今後も他 の人を計画 したい｡

2. 基 研 報 告

人 事 (10月以降の移動のみ )

河原林 研 : 11月1日付 助教授に (東大教養′より)

片 山 春 久 ･' 11月1日付 京大工学部原子核工学～.

尾 崎 憲 夫 (予定) : 3月1日付 京大工学部原子核工学助教授に

ア トム 型

江 夏 弘 (立命大 ･教授 ) 10月 より6ケ月

鳴 海 元 (広大 ･理 ･教授 ) 10月 より3ケ月

柏 村 昌 安 く名大 ･理 ･助手 ) 11月頃 1ケ月

田 中 友 安 (Alieriean~L]a七holioUni.教授) 12月頃 1ケ月

木 下 紀 正 (東大 ･理 r)2) 11月半ばから 1ケ月

大 貫 義 郎 (名大 ･理 ･助教授 ) 2月 , 1ケ月

招 碑 外 人

fI.Haken

堤.Land_anor

a.Friearichs

A.PhillipE;

Y.a.Kin

Latte白

(VユVyガルト理論物理学研究所 )

(Znstitu七 f息rplasmap吋 Bik) 3ケ月

(肝ew YorkUniv.)

( stanford. Univ.)

(BellTelephonLab.)

(サ ンパ ウロ大学教授 ) 3月予定
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資 料 1.

3. 外 人 招 碑

42年度予定

B.S¢renson

A.Boar 1

fI.Bathe

M･Baranger

A.a.e Shalit

C.Block

N.Lane･

E.W･igner

B.G.Wl180n

W.HeiBenberg

B.Yitale

(Nord.iba)

(Copenhagen)

(Cornel⊥)

(U.(.7.L.A.)

(Weizmann

(Saclay)

(Harwell)

(Prinston)

(Calgary)

3ケ月 .･.･･･A.Bohrの弟子

1ケ月

1ケ月

1ケ月

工nst.) 1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

原子核 国際会議 出席

声ヶ月 宇宙線関係

-- 滞在費は不要 ･仁科 ･湯川財団援助

(4月16日-5月 15日 )

(6ケ月 )

Laverick (AWL).(1ケ月 ) 冷温国際会議 (4.9-15)出席

P･T･MatthewB (工mperial College)

A･ T･Lea (copenhagen Iast.)

E.H_Roffman (PrinSton高等科学研究所 )

今年度は,国際会議があ って希望 が多いので,全部は無理で ある｡基研で適

当に ア レンiyして来て項 く事にする O

物 性 関 係

0 43年度に統計力学 の国際会議 があるのでお願 いする ｡

0 4月の学会の時に中国人 を招碑する可能性 があ ったが延期にな っれ ｡

京 大 外 人 宿 舎 の 件

(事務長 ) 外人宿舎が完成 した ｡

○ 家族用居室 (6) 夫婦用居室 (6) 単身用居室 (3)

o 使用料月額 (光熱費含む )

家族用 23,100円 ,夫婦用 18,900円 ,独身用 9,000円

使用す る場合は,早 目に手続 きを完了 したい,又, 1ケ月単位でないと,
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資料 も

滞在費の予算 と結合 している^は難かしいC

4. 新 研 究 部 員 承 認

新研究部員は次の ように決定 した｡ (任期 42.4.1-44.3.31)

素粒子論関係 (

池 田 清

丸 森 寿

山 本 邦

植 原 正

藤 井 寛

11名 )(得票贋 )

美 (東大 ･理)

夫.(九大 ･理)

夫 (阪大 ･教)

行 く九大 ･理)

治 (北大 ･理)

大 槻 昭一郎 (九大 ･理)

次点 井 町 昌 弘 磯

広 重 昇 (広大 ･理 )

猪 木 慶 治 (東大 ･理)

飯 塚 重五野 (金沢 ･教)

西 島 和 彦 (東大 ･理 )

原 康 夫 (東敦夫 ･理)

親

物性論関係 (5名 )

中 島 貞 雄 (東大 ･物性研 ) 豊 沢 豊 (東大 ･物性研 )

富 田 和 久 (京大 ･理) 守 ●谷 葺 く東大 ･物性研 )

三 輪 活 (阪大 ･理) 次点 都 築 俊 夫 (九大 ･理)

* 研究計画に関す る 工nformaユ meeting

素粒子論関係 (座長 ･ィ､川)

物 物 論 関 係 (座長 ･芳田)

に分れて説明 ･討論 が行われた ｡

5･ rnformal meeting報 告

42年度に予想 され る員等旅費

研究部員会議 ･運営委員会

自 由 研 究 費

研 修 旅 費

ア トム型 奨学生的なもの

長 期 ･短 期

談 話 会

原子核関係 (座長 ･安野)

670万円

110

30

5

60

40+α

10+♂

計 255+α+♂
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資 料･1.

を差 し引 くと '4'15- (a十 β )

-‡415-(叫P,Ixi ,窄 280万望 ‡ (叫 β)-

となる｡ 今回応募の旅費請求総額は 676万円 ,校費額は 141.3万円 で

あった ｡

6. 研 究 計 画 決 定

議論の末以下のように,決定 した長期 ,短期所属 も一部変更した｡

研 .究 会 名 世 話 人Or出 席 者 旅 費 ･校 費 参加者人数_i&場 所
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資 料 1.

<短期研究計画> 池 田 清 美 事im1.原子核 における集団運動

2.Non-1(∋ptonio.I)eoay3.素准子の時空記述4.相対論的 2体方程式によ 藤 井 寛 治古 井 伸 哉井 本 三 夫横 尾 田 松湯 川 秀 樹高 村 武 彦 て原 三治片 山蕃 久室 田 敏 行益 川 敏 英木 下.紀 江｣､林 康 治屠 川 東 顧 ･15103¢10181 00

る疲力の分析

5.革ighorResonanee6.Polari宕e亘Targetを用

いた素粒子康子核の研究 と 政 池 -.明

開発 .,:7.量子統計的凝縮系8着十算機 V ミpL.レ-i/ヨy. 長谷川.ー武夫諏 誠 茂 樹碓 井 檀 丸 .■恒 藤 敏 彦都 築 俊 夫大 林 辰 蔵
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5邪00 10(計算 C)3(印刷 C) 20～3㌔ ク回)3(ト35(2回)25

2研 30°(計算 C)20(賃金 )3(印刷 C) 1㌔ (3日基研)

50 2.0(a )20■15(2回 )25(2日)25･30.



9.星 の 逢 .価 林 忠 四 郎 26m IB姐-15(計算OJ) 資 料 L25%5-日敵

のためのサマースクール 上 村 正 康

12.非周期系物性の基礎理論 松 原 武 夫掘 落 .｢.松.田博 嗣米沢 富美子

算機によるSimulation2.生成高分子の符電子静3.1.Ge.V 前後の強い相互作 萩.田直 史松 原 武 夫松 田博 樹-宮 田 嘩大 野 公 男福 留 秀 雄松 田∴博飼米沢 富美子米 沢 壌 (磁針 乃5(計算 C)-.15(計算)

Nonーlinereffeo七5.庶子核に串ける集団運動の■非調和項の分析 .丸 森 寿 夫山 村 正 俊池 田.清 美r

7. ア トム型 の 運 営 に つ い て

041年度後半に .試験的に短期 (1ケ月)の制度を置 きや やてみたく16
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資 料 1.

0

0

万円) 0 42年度は短期 車.長期 (3-6ケ月)一合わせて (40+α )万円あ

れば (mip･)運行で きると思 うo

α - 数万円

大学院学生の短期 ア トムが増える可能性 がある｡

* 判断が難か しい ｡

* もともとは忙 が しいスタブフのために設けた制度ではないか o

* 学生がしば らくよ▲そへ行 く事は,非常に有効だか ら･大 いに利用 させ

るべきだ ｡

*I-若い人には,費用~は旅費 ･宿泊費位で一7_Vがでない程度で良い｡

* 場合に よってrは,拡大談話会に来 て頂 く事 も考えられ る.

人選費用 については,基研所員会に任せ る事になったO

8. 任 期 制 度 に つ い て

アンケー トをとっ転宿果 ,返事は研究機関 7 ,旧顔見 6であった｡そのまと

めの報告 と意見は大体次のようになる｡

o 任期制の積極的意義は,殆 んどの人 々が認めている｡

o 基研の任期性 に?.Ulては･大部分が賛成 であるが∴教授については･ゆ

る くしても良いのでtはないかという一部の意見O

･O 制度 としての庄期潮頑 な(とも,実際にはかなI)交流が行われ ている?･∴1t-JyT.
o mor乳101)ligaもi尋nではどうか o

o 地方の場合には,グループの特色を作 る必要上,任期制の画一的適用は

危険｡

0㌦ .住宅問題,を何 とか解決で きないかO舞岡利用研である任期 があるという

事 で,公務員住宅の優先や交代が不可能か ｡ 耳研究所の住宅を持てないか o

o 他 が動かないとや りにくいが,基研は現状を維持 してほしい｡

<提案> D･C.を持つ国立大学に於いては,次の ような申し合わせをして

はどうか｡

(1) 自分の大学の卒業生を,スタ ブフとして採用 しない C

(2) 内部昇格を制限するo
I

このことを,次の研究部県会議で,議論する｡ 任期の切れ る研究部員はそれ
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資 料 1.

について意見を出す こと｡と決定 ｡

9.国 公 私 立 大 学 間 の 流 動 に つ い て

国 ,公 了 ー立大学 間を転職した場合 に,給料の点,恩給 ,退職金等 の問題 が

あるので,自由な交流 がさまたげているとい う意見 が,前回の研究申員会議

で指摘 され具体的な問題点を調べるために,小委員会が結成 された ｡

(中野 ･町田 ･川 口 ･高木 )

<小委員会からの報告>

(1)公立 ･私立-国立

それ までの経験年数 が,フルに数 え られず,一部分を 2/3に数 えられた り

する事がある｡

(2)住居の問題

(31 退職年金及び退職金は,国私立間ではひきっがれ ない｡

英国 ,米国の例では,国立 ,私立の大学が同一の共済組合に加入 していて,

そ こに加入 してい る大学間を,移動する場合には,退職年金 ,退職金は引 き

継がれ る.｡ ∫

これらの問題点 を改善 してもらうために,学術会議の待遇委員会に主旨を伝え

える役 目をし,又,次の研究部員会議 までに,具体的な要望案を検討す るため

めの委員会を結成 ｡ (小野 ･古市 ･川口 )

10.国 際 交 流 に つ い て (報告 ･ィ､野)

アン ケー トをとった結果をまとめた . (資料参照)

これに対 して,意見がいくつか出された｡

o 政府に大 巾な予算要求を行お うではないか｡

o =nvited_leActureをす る人,座長 になる人に対 してほ文部省に何人

かの枠で金がある｡

o 研究者が,自主的 にコン トロールできるところが必要 ｡

o 外国人の滞在費と共に,旅費を請求すべき｡

- 概算要求で毎年出 している -

o サマー .スクールについても,賛否両論がある0
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資 料 L ヽ

ll. 将 来 計 画 関 係

高木 ,小川.安野 3氏から.素粒子研究所 (仮称)その他についての報告が:

行われ.それについて質問 1.議論が出された｡

(評議会のあり方 〉 (専任の問題 )

､＼-

12.そ の 他

(イ) 計算 セyターの件

(Jd､野 )今までの横城の6倍の能力をもつ 5020-丑 運転が最近は非常に

混んでいる｡

料金 5020+E 200円/凪in.

5020 10臥円/m上n.

41年度のみ,公 ,私 ,-立は無料■

上京 して,大型計算機 セyタ～を利用する場合,aeb喝 runに

限り.依頼 した離算結果を待たずに受けとる制度がある｡

(詳細はセyタ-の係の者に問い合わせ下さい｡)

(田中- )チエ ブタ ･プログラムが開発盛 ｡

(ロ) 基研助教授の人事について｡

(湯川 )尾崎氏が 3月 1日付で工学部へ行かれる事にな○た｡後任の性格

について議論 して頂きたい｡

○これについて.若干の意見が出されたが,分野はr広い意味での素'

粒子論 ｣という傾向でありたO .

叫 秋の物理分科会につlいて

谷川氏より.神戸大学に会場 (素 ･原 ･字 )が決 やているが.生物の方

と重なゥたので.他に考えられないかとの相談が出された｡

(文責 ･議長団 )
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